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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○給与関係費及び賞与・退職給与引当金繰入額は、人事異動・業務分担の見直しによる職員体制の変更や会計年
度任用職員の報酬改定により、差額が生じている。また、行政費用の物件費は、主に教育指導事務費における職
員旅費と委託費が占めている。
〇スクールサポートスタッフ等に係る費用で都からの交付金がある。

資産の部合計 0 0 0 負債及び正味財産の部合計 0 0 0
その他の固定資産 0 0 0 ▲ 15,224 ▲ 13,135 2,089

▲ 15,224 ▲ 13,135 2,089建設仮勘定 0 0 0 正味財産
▲ 2,089無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 15,224 13,135

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0 0
13,386 10,874 ▲ 2,512工作物等 0 0 0 退職給与引当金

0建物減価償却累計額 0 0 0 特別区債 0 0
建物 0 0 0 固定負債 13,386 10,874
土地 0 0 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 1,838 2,261 423
0

▲ 2,512固
定
資
産

有形固定資産 0 0 0
0その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 1,838 2,261 423
6年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 79,953 ▲ 89,013 ▲ 9,060

0 0 0特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
▲ 9,060行政費用合計(b) 144,322 178,410 34,088 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 79,953 ▲ 89,013

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) 0 0 0
▲ 79,953 ▲ 89,013 ▲ 9,060賞与・退職給与引当金繰入額 6,769 7,023 254 行政収支差額(a)-(b)=(c)

25,028不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 64,369
減価償却費 0 0 0 その他 0
補助費等 14,837 15,489 652 使用料及び手数料 0 0
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 0 0 0 都支出金 64,369 89,397 25,028
物件費 6,052 6,709 657 国庫支出金 0 0 0行

政
収
入

地方税等 0 0 0

0
0 0

89,397

行
政
費
用

給与関係費 116,664 149,189 32,525
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度 差額

先生がアドバイスをくれると感
じている児童生徒の割合（％）

82.8 84.1 85.4 86.0 86.50 「学校関係者評価」より

75.00 「学校関係者評価」より
心配事を相談できる先生がいる
と感じる児童生徒の割合（％）

68.6 70.8 74.2 75.0

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

望む子育てができる環境の充実 3.29 3.41 3.37 自分が望む子育てができるような環境があると思いますか？

子育て・教育環境の満足度 3.54 3.55 3.55 お住まいの地域における子育て・教育に関する事業・サービス・施設などが充実して
いると思いますか？

「生きる力」の習得度 3.54 3.66 3.56 お子さんが、社会で生活していく上で必要な知識や技能、社会性、体力などを身につ
けていると思いますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度 5年度 6年度

政策 04 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成

　荒川区の未来を担う子どもたちが、たくましく生きる力を培い、地域社会の構成員として信頼と
尊敬を得られる人間性豊かな人として成長するために、その師としてふさわしい、魅力ある教師の
育成を目指す。

関連部課名 教育委員会事務局教育総務課、荒川区立教育センター

行政評価
事業体系

分野 Ⅱ 子育て教育都市

課長名 下条 内線 3380

施策分析シート（令和7年度）

施策名 魅力ある教師の育成 施策No 04-05
部課名 教育委員会事務局指導室
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No2

重点的に推進 重点的に推進
　子どもの教育に情熱と使命感をもつとともに、荒川の教育に誇りを
もち、意欲的に取り組む教師を育成し、学校教育の充実を図る。

今
後
の
方
向
性

○経験年数や、職層に応じた多種多様な研修会を更に充実させ、教育に対する使命感や専門性の高
い、実践的指導力をもつ教師を育成していく。
○教員が児童・生徒と向き合う時間を確保し、スクール・サポート・スタッフ、副校長事務補佐の
活用等により、教師の事務作業量を減らし、働き方改革を推進するとともに、教師本来の姿である
子どもとの信頼関係を構築しやすい環境を整備していく。
○研究指定校の指定方法を検討するとともに、各校の効果的な研究成果を全校に周知するため、Ｉ
ＣＴ機器等を効果的に活用していく。

施策の分類
分類についての説明・意見等

7年度 8年度

現
状

○21世紀の知識基盤社会にたくましく生きる荒川区民を育成するために、教師の教育に対する使命
感や指導力の向上に努めている。
○「学校関係者評価」における「先生がアドバイスをくれると感じている児童生徒の割合」が85％
を超えており、信頼されている教師が多くいる。
○様々な経験をもつ教師が相互に学び合い、互いに指導技術を高め合うことができるように、教育
委員会は、「研究指定校事業」「荒川区教育研究会への補助事業」など、研究の活性・充実を支援
している。

課
題

○教員の指導力の向上に向け、学習指導要領の趣旨に沿った授業改善が求められている。「主体
的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を進め、効果的な学習・指導方法を開発すること
を促す研修を行う必要性が高まっている。
○研修会等を通じて、教師の信頼を更に高めるため学校の取組を明確に伝え、地域とともに子ども
たちを育てていく意識を更に向上させていくことが必要である。
○研究指定校事業として、喫緊の教育課題等をテーマに掲げ区内の学校を指定しているが、全ての
学校を指定することができ、その指定方法について見直す必要である。荒川区教育委研究会では、
所属する部員にとっては、とても有意義なものではあるが、他の部会の取組内容が全て周知されて
おらず、その研究成果の更なる普及が必要である。

施策の現状・課題・今後の方向性
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合　計 144,321 178,409 114,488 155,598

重点的
に推進

　教員の資質向上と様々な教
育課題への理解促進のため、
今後も研修の充実を図り、重
点的に推進する。

継続 継続
　区教育行政の充実及び安定
した学校経営の維持のため継
続する。

教職員研修事業（研修費、
人権教育研修費）

13-05-05 7,869 8,270 4,992 5,446
重点的
に推進

教育指導事務費 13-04-37 120,948 154,139 99,864 140,415

　教職員自らの創意工夫を生
かした教員研修を支援する。

研究指定校事業(区) 13-04-23 2,627 3,230 1,007 1,251 推進 推進
　企画提案を受け、校内研修
の充実を図る。

継続
　教職員の資質向上と充実し
た学校教育の発展のため、継
続して実施していく。

教育研究会補助 13-04-22 5,159 5,404 4,079 4,085 推進 推進

継続 継続

　表彰が教職員にとってより
一層の励みとなるとともに、
全体のモラールアップ及び学
校教育の充実を図るため、継
続して実施する。

その他教育活動費 13-01-05 7,270 6,960 4,494 4,365 継続

教職員表彰 13-01-04 448 406 52 36

分類についての説明・意見等

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
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